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･exp(-V/:Fdt(kD i,･&小 i&i(D&一芸 )i)〉 (2･10)
･ / dαTWl(αT,I.｡.回 exp(i/ :Fdtjial･)
･exp〈需 FdtLi,･(D&一g -,-)I.(D&惹 ,～)i) , (2･11,
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else"lQc,QA】 ≡ N/ 廟 (I)dp2(I)](pI.(3)lpl2Ⅰ(3))e榊 トSlp2]'
サ [Qc･"i,-i/od3xfcj(p(可
サ [Q△･"i,一最 d3xf△,"p(x,i"], (3.22)











































































































3.4 ランジ ュ バ ン方程式の導入
式(3.40)における △Q△のガウス積分を実行すると
zlJA,Jc･ ∝ /【ddQc･exp 〈iL:FdfJA j(i)Qc･i(i,)














によって与えられる.式 (3.44)からランダムカがV-∞ の極限で揺らぎを失い,マクロ変数が停留経路 ec(i)
をたどるようになることが見て取れるであろう.
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Q;q - e-fq(E,J去蔦 dqTreie-り(a-J･vet-E'
-e-fq(a,J,去J…dり去孟 e-q(7･J).岬 (4･12)


















































輸送係数 Di3･に比例するというものである･これは我々の理論での揺動散逸定理 (3･50)から簡単に導 くことが







この結果は輸送係数 Dの表式 (4･18)を用いて,もう少し直接に見ることも出来る･式 (3.48)に対してr△C
の断熱展開の表式 (4.21)を用いると,やはりLJの1次までで
1(1･,(u)ニ VーT.2S.･2JGtc)l･,i,(u-0)S,･,i,










yj･i- 義 GPi,.(u-0), (4･28)























































































































ここで例えば 千は Tに共役な添え字を表し,7-△,Cに対応してラ-C,△ をとって和が実行される.次に非物
理的外源 ∫△を (従って同時にQ△ も)0にして,(B･1)の記法を用いると,式 (B.6)と式 (B.ll)によって
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wcc,･j(i,S)-rcc,ij(i,S)-0,
であるから,求(B.12)より,
/:Fdt,wAC7ik(t･i/,rAC･kj(i,･S,--61･,I(i-S,,
rFdt/W｡｡jk(i,i/)Fc｡,k,.(i,S)=-bi,I(i-S),
?
?
?
?
?
?
? ?
?
? ?
? ?
jldt'fw△C･ik(i,i/)r△△･k3'(tI,S)'wA△･l'k(i,t')rc△･k,I(t',S))=0,
が得られる.同様のことが FとWの順番を入れ替えた関係についても示せるので,結局
r△C,i,･(i,S)ニ ー(WAC)I:;(i,S)-吉(GR)I:,l(i,S),
Fc△.ij(i,S) - -(wc△)I:;(i,S)-吉(GA)I:,1(i,S),
r△△･i,I(i,S)- /:Fdt/ds/rAC,i,(t･t,-AA,i′j,(i/,S/,rcA7j,･(S,S)･
(B･13)
が得られる.
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